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湖国が滋る・水と緑の街づくり
公益社団法人

　常楽寺は和銅年間（708～715年）に開基され、紫香楽宮の鬼門鎮護として栄えました。
　後に天台宗に改宗、1360年には火災で全焼しましたが再興されました。入母屋桧皮葺き
の本堂は明治31年に国宝（旧法）となり後に明治35～36年、昭和16年に大規模な改修工事
が行われ昭和28年に再度国宝に指定されました。境内にはもう一つの国宝である三重塔が
本堂の背後石段の上に聳え立ち、本堂と三重塔が重なる位置からみる姿はまさに壮観である。

阿星山常楽寺
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滋賀県防犯モデルマンション登録制度の概要
○ 趣　旨
　安全で安心なまちづくりを推進する施策の一環として、マンションの新築・改築に当たり、当協会が施行主等の申請

により「防犯上犯罪に遭いにくい構造・設備の基準を満たしている」と認められるマンションを「滋賀県防犯モデルマン

ション」として登録してマンションにおける防犯環境を整備し、もって県民の防犯意識の高揚と犯罪の予防等に資するこ

とを目的とする制度です。

○ 概　要
⑴実施主体…公益社団法人滋賀県防犯協会（以下「滋防協、当協会」という）

　共同実施機関…公益社団法人滋賀県建築士会、滋賀県防犯設備士協会

⑵審査委員会…滋防協の会長より委嘱を受けた１級建築士及び防犯設備士と当協会役・職員で構成して審査します。

⑶審査基準…「滋賀県防犯モデルマンション登録審査基準」のとおりです。尚、本基準は防犯設備の高度化により随

時見直しを図ることとしています。

⑷登録…審査基準に適合したマンションを「滋賀県防犯モデルマンション」として登録し、施工主又は管理組合にマン

ションに提示できる「登録証（プレート）」を交付します。被登録者に対しては、自主的な防犯活動を推進す

るために遵守事項を設け、滋防協及び警察がこれを支援します。

　　　　当協会のホームページに防犯モデルマンションである旨を記載して登載し、広く県民に広報します。

審査委員会

現地審査 県内第１号のモデルマンション
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○ 認定制度概要チャート図

対　象
マンション等

…概ね３階以上の新築・既築の高層住宅（分譲・賃貸を問わず）

公益社団法人 滋賀県防犯協会
申請受理

事前相談
電話受理等により日程調整
相談の時点から審査委員２人も入り対応
☆セキュリティライン等を決める

１．申請書類　・登録申請書
　　　　　　　・審査物件設計書等
２．審査手数料受領

防犯モデルマンション審査委員会
一級建築士（建築）10人
防犯設備士（防犯設備）10人
防犯協会役員及び事務局職員若干名
が、審査委員

審査委員会

審査委員会

滋賀県防犯モデルマンション推薦
書・登録証（プレート）交付
☆５年更新制とします

公益社団法人 滋賀県防犯協会会長が審査委員
を委嘱

中間審査と最終審査を実施（ケースバイケース）

書面審査・現地審査結果をもとに審査委員会
を開催。基準適合の可否を決定。
☆審査結果を申請者に連絡

滋賀県防犯モデルマンション登録審査規程「認
定基準」に基づき実施。適合判定の場合「書
類審査適合証」を交付
☆滋賀県防犯協会ホームページに登載

審査委員会の判定により「防犯モデルマンショ
ン」として登録。「推薦書・登録証（プレート）」
を交付、登録手数料受領
☆滋賀県防犯協会ホームページに登載

※審査委員会で不適と認めた場合はその旨通知

登録者の遵守事項
○公益社団法人 県防犯協会等が行う同マンションに関する調査に協力すること。
○マンション居住者による自主防犯活動が行われるよう指導すること。
○本委員会が実施する防犯活動に際し、可能な範囲内において協力すること。
○火災・災害による損壊等、その機能に変更があった時は速やかに届出すること。

登録制度のお問い合わせは（公社）滋賀県防犯協会まで（TEL　077-525-6529）

申　請

……………………

―――――――→

書面審査

現地審査（中間、最終）

登　録認　定

―――――→

―――――――――――→

―――――――→

――――――――――→

―――――――――――――→
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　二級建築士試験及び木造建築士試験は、建築士法第13条の規定に基づいて、都道府県知事により行われるもの
です。試験の実施に関する事務は、建築士法第15条の６第１項の規定に基づき、都道府県知事から都道府県指定
試験機関の指定を受けた財団法人建築技術教育普及センター（以下「センター」という。）が行います。受験申込に
関して不明な点については、センター又は住所地の都道府県ごとに設立されている一般又は公益社団法人の建築士会
（以下「都道府県建築士会」という。）へお問い合せ下さい。
　なお、二級建築士試験及び木造建築士試験は、受験資格が同じで試験日が異なることから、それぞれの受験申込
手続きを行うことにより、両方の試験を受験することが可能です。
受付場所における受付
（初めて受験する者及び過去の二級・木造建築士試験の受験票（原本）又は合否の通知書（原本）を受験申込
書に貼付できない者は、受付場所において受験申込を行って下さい。）
受付期間：平成26年４月10日㈭～４月14日㈪
受付時間：午前10時～午後５時
受付場所：（公社）滋賀県建築士会　大津市におの浜１-１-18（滋賀県建築会館３階）
　　　　　（住所地の都道府県以外の受付場所では一切受け付けません。）
　なお、センター指定の払込用紙により、あらかじめ受験手数料を納付したのち、受験申込書を受付場所に持参して
下さい。（証明書類等の確認を行いますので、原則として、本人が持参して下さい。）
受験手数料　16,900円（他に、払込手数料が必要です。）
　センター指定の払込用紙により、ゆうちょ銀行又は郵便局で納付して下さい。なお、一旦納付された受験手数料は、
センターの責により試験を受けることができなかった場合を除き、返還されません。
必ず提出する書類（すべての受験申込者が提出しなければならない書類）
①受験申込書　　②振替払込受付証明書
③写真２枚（無帽・無背景・正面上３分身を写し、本人確認ができる写真【縦4.5㎝、横3.5㎝で、受験申込前６カ

月以内に撮影したもの】）

平成26年二級建築士試験・木造建築士試験案内建築士試験運営チーム

平成26年度 通常総会開催のご案内
　本年度の通常総会を下記の通り開催いたしますので、ご出席いただきますようお願いいたします。
　なお、会員のみなさまには、別途ご案内を送付させていただきます。詳細はそちらをご覧ください。
　● 開 催 日　平成26年５月31日㈯
　● 開催場所　ホテルニューオウミ　滋賀県近江八幡市鷹飼町1481番地　TEL.0748-36-6666
　● 開催時間　通常総会：16：00～17：30　　懇 親 会：17：40～19：30
　　　　　　　　懇親会にご出席の方は、参加費 5,000円をお支払い下さい。
　● 申込〆切　平成26年５月23日㈮まで
　　　　　　　　◎ご出席の有無を必ずご返信ください。（ご欠席の方は委任状をお出しください。）
　　　　　　　　◎懇親会がございますのでお車でのご来場はご遠慮ください。

総務企画委員会

平成26年度 通常総会　見学研修会のご案内
　通常総会に先立ちまして下記の通り見学研修会を開催いたしますので、ご参加いただきますようお願いいたします。
　詳しくは、会員のみなさまには、通常総会の案内とともにご案内を送付させていただきます。
　● 開 催 日　平成26年５月31日㈯
　● 開催場所　近江八幡市安土町　安土城跡周辺
　● 開催時間　11：00～15：00
　● 参 加 費　1,000円
　● 申込〆切　平成26年５月23日㈮まで

総務企画委員会
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第一回青年交流会 ～話して広がる青年建築士の輪～
　去る３月１日㈯に近江八幡市のホテルニューオウミにて第一回青年交流会 ～話して広がる青年建築士の輪～を開
催いたしました。
　当日は、58名（会員35名・会員外23名）の参加で盛大な交流会となりました。
　交流会ではテーブルで名刺交換を行い日々 の仕事について・プライベートについて、様 な々会話が聞こえてきました。
　青年委員会の活動DVDの放映を行い年間を通じて活動している内容を理解して頂けたと思います。
　メインイベントの名前ビンゴでさらに盛り上がり皆さん、食べて、飲んで、話して、素晴らしい交流会になりました。
　次回は、さらに内容を充実させた交流会にしたいと思います。御参加頂きました皆様本当にありがとうございました。

青年委員会

湖北地区
彦根城楽々園並びに

大阪ガスディリパ彦根見学会

　３月６日㈭彦根市教育委員会文化財部担当者様による
楽々園保存整備事業の完成概要 説明及び見学並びに大阪
ガスディリパ彦根の見学研修会を行いました。

地区だより
　彦根城・楽々園の保存整備事業の説明をお聞きし、今後、
建築に携わる者として、意識の高揚と文化財の継承にとり組
む姿勢を改めて、考えることのできる研修会になりました。
　また、大阪ガスディリパ彦根の見学も行い、４月発売予定
のエネファームと太陽光の組み合わせによるW発電の説明も
聞き、ダブル発電スマートハウスの提案のできる研修会となり
ました。
　お世話になりました関係者の皆様ありがとうございました。
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甲賀地区
甲賀市事業「まなび・たいけんフェスタ
2014inかふか」に協力して来ました！

　例年３月に開催されている甲賀市の生涯学習事業「まな
び・たいけんフェスタinかふか」に本年は地区委員会で協力
してきました、昨年は本会青年委員会が「木のパズル」で
協力をされましたが、本年は地区委員会で担当致しました。
　体験型事業として依頼が有り、また建築士会としてふさわ
しい形で実施したいとの考えから、地元で瓦を製造販売をさ
れておられます「㈱保海瓦工業」様の協力を頂き、「瓦粘
土でつくる瓦風陶芸作品作り」を行いました。
　当日は、ご年配のお母様から子供さんまで粘土作品作りに
頑張っていただきました。小さな子どもはお母さんといっしょに、

地区だより
おばあちゃんは石膏型で「ふくろう」や「お地蔵さん」造り
に夢中になって沢山の粘土作品が出来上がりました、これか
ら地元瓦と一緒に窯で焼かれます。素晴らしい出来上がりの
作品と参加いただいた方々の笑顔が目に浮かびます。

見学研修と家族交流事業
「バスに乗って！尾張～三河やきものの里

へ行こう！」を開催しました！

　２月22日㈯甲賀地区委員会では見学研修及び家族交流
事業を愛知県高浜市、常滑市へ行ってきました。高浜市に
ある内井昭蔵氏設計の「やきものの里かわらミュージアム」
では瓦と焼き物の資料見学と焼き物の学習を行い、昼食後
は常滑市の「INAXラ
イヴミュージアム」に
移動してタイル絵付け
を参加者全員で体験、
資料館見学など楽しい
１日を過ごしてきました。
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足のむくまま 
近江再発見 阿星山常楽寺

　常楽寺本堂内陣には本尊・千手観音が祀られており、
その両脇には重要文化財である風神、雷神をはじめとす
る二十八部衆が本尊を守護している。1360年の火災時に
は多くの僧侶により持ち出され難を逃れたとのこと、ほの暗
い内陣に並ばれた二十八部衆像はそれぞれに違った迫力
で立ち並んでおられます。本堂、三重塔、本尊をはじめと
する多くの仏像などを拝観されてはいかがでしょうか。

22 火 先勝
23 水 友引 　
24 木 先負 四役会・理事会

25 金 仏滅 甲賀地区・湖南地区全員大会
26 土 大安 大津地区全員大会
27 日 赤口 　
28 月 先勝 事業・会計監査
29 火 仏滅 昭和の日
30 水 大安 　

11 金 友引 情報広報委員会
12 土 先負 　
13 日 仏滅 　
14 月 大安 　
15 火 赤口 　
16 水 先勝 　
17 木 友引 　

18 金 先負 高島地区全員大会青年委員会
19 土 仏滅 湖東地区全員大会
20 日 大安 　
21 月 赤口 情報広報委員会

1 火 仏滅 女性委員会

2 水 大安 　
3 木 赤口 　
4 金 先勝 　
5 土 友引 　
6 日 先負 　
7 月 仏滅 　
8 火 大安 　
9 水 赤口 　

10 木 先勝 二級・木造建築士試験受付　14日まで

4月の暦

地　区 氏　　名

大 津 齋　藤　　　章

大 津 原　田　一　則

甲 賀 本　田　富　裕

甲 賀 大　隅　忠　司

新入会員のご紹介
地　区 氏　　名

彦 根 鵜　飼　　　修

彦 根 福　原　裕　人

湖 北 安　田　英　康

湖 東 覚　張　良　太

三重塔常楽寺本堂と三重塔

新入会賛助会員 社　名

一般社団法人　滋賀県木造住宅協会


